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１．施設の概要
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施設の概要
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外観写真

事業所名
（開設年月）

ココファン坂戸
（２０２１年 3月１日）

サービス種別 特定施設

所在地
埼玉県 坂戸市 山田町9-
44

定員・ご利用
者数
居室設定等

居室数：５０戸 定員：６０
名

スタッフ体制

所長：１名
所長代理：１名
計画作成担当者：１名
生活相談員：3名
看護スタッフ：４名
事務：１名
ケアスタッフ：１５名
計：２6名

特徴・ＰＲ
閑静でスーパー・薬局などが
近くにあり生活しやすい環境
です。
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２．取り組みの流れ
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取り組み全体の流れ
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8月

9～
12月

1～
2月

I.情報収集

II.組織全体での合意形成

III.実施体制の整備

Ⅳ．課題の見える化

Ⅴ．導入計画づくり

Ⅵ．試行的導入の準備

Ⅶ．試行的な導入

Ⅷ．小さな成功事例の共有

Ⅸ．本格的導入に向けた手順書・マ

ニュアル作り

準

備

期

導

入

後

期

9つのステップ

導

入

前

期

プロジェクトの流れ

・プロジェクトチームの立ち上げ
・プロジェクトキックオフ（スタッフへ周知）
・チームの役割分担の決定

• 気づきシートの作成
• 因果関係図の作成
• 機器の選定
• 業務時間調査の実施
• Wi-Fi環境の整備
• 機器のデモの実施
• 職員への周知
• マニュアル、アクションプランの作成

• 小さな成功事例の共有
• Wi-Fiの再設定
• アクションプランの修正
• マニュアル・アクションプランの完成
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準備期の流れ

•
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①プロジェクトチームの立ち上げ

②チームの役割分担の決定

③プロジェクトキックオフ（スタッフへ周知）
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広報・普及

ブロック長

準備期：実施体制の整備②

7

ケア
スタッフ

IT課

看護師

品質管理部

現場リーダー

所長
現場統括

ブロック長
プロジェクトリーダー

エリア部長

介護部門

IT・品質管理部門 看護部門

機器活用
方法の検討

機器の搬入
健康管理の
見直し
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準備期：組織全体の合意形成

ケアスタッフに向けてプロジェクトメンバーを中心に職員全体
でキックオフを実施しました。

8

日時：8/17 16：00～16：30

場所：ココファン坂戸 食堂フロア

実施方法：集合形式＋オンライン

参加：本部長、ブロック長2名、所長、現場スタッフ

～取り組みの狙い～
①スマート介護事業の目的
②導入効果
③今後の展開
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導入前期の流れ

•
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①気付きシートの集計

②因果関係図の作成

③機器の選定
•業務時間調査の実施
• Wi-Fi環境の整備

④職員への周知

⑤マニュアル、アクションプランの作成
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導入前期：ワークショップより
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因果関係図の
ワークショップ

気付きシート 見えてきた問題点

・スタッフ間のコミュニケーション
・組織体制について
・お客様へのサービス提供について
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導入前期：因果関係図の作成で見えた原因
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元気な方には
より長く元気に
過ごして欲しい

自立支援重度化防止
介護を必要としない入居者の体調や
生活サイクルが把握できない為、
心身状況の変化に気づけない

業務効率化 スタッフの情報共有が不足し、
不必要な訪室や重複作業が見られる
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導入前期：導入計画づくり
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①介護を必要としない入居者の体調
や生活サイクルが把握できない為、
心身状況の変化に気づけない

②誰がどこにいるか

分からない

課題に対する原因

ご入居者様の重度化防止

健康管理が困難

重複作業による

不必要な訪室

結果

①の課題に対して・・・見守り機器の導入
②の課題に対して・・・連絡手段としてインカムの導入

課題
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導入前期：機器の選定
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メリット デメリット

生活の様子や状態の把握ができれば、介
護、医療の導入を進めることができ、
ADLの維持やQOLの向上、早期の心身不
調の察知・対応が可能になる

お客様のプライバシーを侵してしまうの
ではないか

見守りセンサー

メリット デメリット

ハンズフリーで他スタッフと連携が図れる
他のスタッフの行動が把握しやすくなる

周囲の会話をすべて拾ってしまう
長時間の着用は耳が痛くなる
防疫対策で耳にかけるものが多いためス
トレスになりやすい

インカム
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導入前期：見守り機器の選定
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スマートホンに通知、
管理モニターでアラート確認

選定条件
サ高住なのでお客様の
プライベートになるべく
干渉しないように見守り
たい。

ベッドマットの下に敷いて使用するため、お客様の目につかない。
居室内に入らなくても、数値でお客様の状態が把握できる。
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導入前期：インカムの選定
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選定項目

つけたときのストレ
ス

× × 〇
フィット感 × 〇 △
音の拾いやすさ 〇 × 〇
慣れ度合 × 〇 ×
周囲の音の聞こえや
すさ

△ × 〇
話し合いを重ねた結果、

介助時にご入居者様の声が聞き取りやすく
ハンズフリーでストレスなくつけられるものが必要との意見があり

【OPEN RUN PRO】に決定
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導入前期：試験的な導入の準備（環境整備）
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スタッフがアラートを確認し
やすいよう見やすい場所に

設置

見守り機器のモニター インカム

インカムとiphoneを連動しているためスタッフ
が取り間違えないように勤務形態ごとに番号を
振り分け設置
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導入前期：試験的な導入の準備 【デモンストレーション】

坂戸スタッフによる
デモンストレーションの様子

見守り機器 インカム
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☆導入前期：苦労した点・工夫した点（見守り機器①）

18

変更前のアクションプラン

変更前 変更後

健康管理＋離床用 健康管理のみ
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導入前期：苦労した点・工夫した点（見守り機器②）

19

①介護を必要としない入居者の体調や生活サイクルが
把握できない為、心身状況の変化に気づけない

変更

①入居者全体の体調や生活サイクルが
把握できない為、心身状況の変化に気づけない

課題

課題
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場面 起居・離床 排泄
見守りひつじ

アラート通知

食事

朝・昼・夕
服薬 レク 機能訓練 来客

声掛け
内容

（例）○○さん
の誘導に入りま

す。

〇階の方も声掛
けに行きます。

（例）○○さんの
定時排泄（陰
洗）に行きます。

（例）

【対応できる場
合】

○○が訪室しま
すので、一人で
対応が困難な場
合は応援依頼か

けます。

【対応できない場
合】アラート反応
ありました。現在
ケアに入っている
ので、どなたか対
応できる方○○
さんのお部屋へ
状況確認お願い

します。

（例）①
○○さんの誘
導に行って参
ります。

（□□さんの
誘導がまだ終
わっていなけ
れば）お手す
きの方がいれ
ば□□さんの
誘導の対応
お願いします。

②○○さんの
配膳/下膳に
行きます。

（例）

【外出・
外泊想定】

○○さんのお
渡し用のお薬
の準備ができ
ていないので、
読み込んで
セットして下さ

い。

(例)①○○
時からレクを
開始しますの
で、利用者の
方へ参加を
呼び掛けて
下さい

②別件対応
中で放送が
できていない
ので、どなた
かお手すきの
方は放送お
願いします。

（例）看護
師：体操の
放送/入力が
できていない
ので、お手す
きの方は対
応して頂ける
と助かります。

(例)①○○
さん、来客が
ありましたので
1階玄関まで
お越しください。

備考

※一時的にセン
サーなりますので
ご了承下さい。 プロジェクトメンバーを中心にインカムの使う

場面を想定し活用表を作成

導入前期：苦労した点・工夫した点（インカム①）
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導入前期：苦労した点・工夫した点（インカム②）
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ポイント①

個別でしっかりOJTを実施

読み手を想定し、読み手のレ
ベルにあった内容・文体を意
識して作成。（電源・ログイ
ン方法から）

スタッフへ周知するためマ
ニュアルを事前に作成するも

基本的なことから載せて欲
しいとのご意見あり。

見直し
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導入後期の流れ

•
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①課題の検討

②課題に対する対策・改善事例

③アンケートの実施

④マニュアル・アクションプランの見直し

⑤職員への周知
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導入後期：課題の検討 機器導入に関して困っていること
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接続は出来ても
繋がらないときがある

ナースコールを
取るだけで全体への発信
はほぼ使われていない

離れているときは繋がら
ないことが多いので、
用事がある人に直接

iPhoneで連絡した方が
早い

事務所以外の場所で
センサーが鳴っても
すぐに数値を確認

できない

話すときに押す
スイッチが使いづらい

(排泄介助などで手が使え
ないときなど)

モニターを見る機会がな
くあまり活用できない
(入浴介助に入っている

ことが多い)

スタッフ間で浸透
していない

インカムの使用が
あまり出来ていない

入浴介助が多く
インカムを外して
いることが多い
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導入後期：対策事例（見守り機器）

見守りセンサーチェックシート(両面）

日付 時間
利用者
名

アラート内容 誤作動 訪室時の様子

12月4日 10:30○○様
心拍□ （数値：122 回/分）
呼吸数□ （数値： 回/分）
その他□（ ）

あり□ なし□ 訪室時異常なし（頻脈の方）

心拍□ （数値： 回/分）
呼吸数□ （数値： 回/分）
その他□（ ）

あり□ なし□

心拍□ （数値： 回/分）
呼吸数□ （数値： 回/分）
その他□（ ）

あり□ なし□

心拍□ （数値： 回/分）
呼吸数□ （数値： 回/分）
その他□（ ）

あり□ なし□

心拍□ （数値： 回/分）
呼吸数□ （数値： 回/分）
その他□（ ）

あり□ なし□

心拍□ （数値： 回/分）
呼吸数□ （数値： 回/分）
その他□（ ）

あり□ なし□

心拍□ （数値： 回/分）
呼吸数□ （数値： 回/分）
その他□（ ）

あり□ なし□

健康管理をしやすくするため
にチェックシート作成
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見守りセンサー（Aさん）
【導入前】

基本サービスでの介入はあったが、認知症状がかなり進行しているため、
居室内での過ごし方が気になる方だった

導入後期：成功事例の共有（見守り機器① Aさんの事例）

【導入後】
昼夜逆転、ベッドではほぼ寝ていない事実が明らかに
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導入後期：成功事例の共有（見守り機器② Aさんの事例）

26

【介護】
①日中レクリエーションへの声掛け実施

②夜間巡回時ベッドへ横になって頂くよう声掛け実施

【看護】
夜間覚醒の為、訪問診療へご相談し就寝薬の時間を遅らせた

※レクの様子

夜間帯 継続して睡眠がとれるようになった！！
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導入後期：対策事例（インカム）
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インカム

朝礼・夕礼だけでなく職員さんが意
識できるように使用例の掲示

～事業所ルール～

①プロジェクトメンバーを中心に
インカムの活用を浸透させる

②応用的な使い方はせず、
基本的な使い方に限定した

→インカムが聞こえたら、返答する
（プロジェクトメンバーが率先して使用する）
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導入後期：対策事例（インカム)
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導入前に比べスタッフの連携がよりスムーズになった

〇転倒を発見した後インカムを使ってスタッフへ
応援要請をかけたところ応援に来てもらえた。

業務改善

成功体験は少ないですが、
まず意識を変えるところ
から定着に向けて取り組

んでいます。

取り組みによ
る変化
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導入の成果
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導入の成果：KPI比較（毎月のレク参加人数の増加)

30

日中活動が少ない方へ声掛けを行い
体操３４名、レク８４名それぞれ参加者増⤴
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導入の成果：KPI比較（夜間の訪室回数）

31

導入前
ナースコールのみ
(火曜日集計、17時
～翌9時)
導入後
ナースコール+見守
りセンサー(火曜日
集計、17時～翌9時)

37

61

55

30
31
32
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34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70

2022年11月 2022年12月 2023年1月

夜間の訪室回数

24回
(見守りセンサー対応)

13回
(見守りセンサー対応)

コールコール コール

導入前 導入後

結果 見守り機器導入により訪室回数は増えたが、
本来必要なサービスが見える化した
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まとめ

32
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まとめ：上長コメント

今回本社よりバックアップさせていただきました。

学研ココファンは全国に約200棟・10,000室のサービス付き高齢者向け住宅を運
営する会社です。

このプロジェクトを通して感じたことは、「現場が主体となる」ということです。

大きな組織になると本部側の意見が強くなり、一番わかっているはずの現場の意見
が希薄となってしまい、なかなかプロジェクトが前に進まないということがたびたび起こり
ました。そんな中、PJメンバーが目標や役割・課題を明確にし、プロジェクトを推進し
てくれました。

そのおかげで少しづつではありますが、現場主体となり、現場スタッフで作るプロジェク
トに変容してきました。そして、メンバーの成長を感じられたことがうれしく思います。

弊社は今後も介護業界のリーディングカンパニーとして「介護ロボット・ICT普及」とい
う社会的使命を十分に理解し、企業理念でもある「すべての人が心ゆたかに生きる
ことを願い今日の感動・満足・安心と明日への夢・希望を提供します。」を願って、こ
の取り組みを今後も継続していきます。

学研ココファン 赤松 真悟

33
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まとめ： 【スタッフからの導入後アンケート結果】

34

使いこなせて
いない！！

対応する人が
偏っている…

職員への連絡が
一斉に出来る

どこにいてもすぐ
に入居者様の所へ
行ける！全て使いこなせる

ようになったら、
とても便利になる
と思う！
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まとめ： 【プロジェクトを通して成功から得た学び】

35
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まとめ【プロジェクトを通して失敗から得た学び】

36

導入当初のICT化への強い心理的拒否を完全には払拭できなかった

結果

・最初の段階で落とし込み・選定が不十分
・機器選定の際に現場の声が拾いきれなかった

課題

・コアスタッフだけでなく現場全体で課題の共有
・スタッフ同士よりスムーズにコミュニケーションを図る
・活用方法の応用化
・見守り機器の数値を元に医療機関の連携を図る
・見守り機器・インカムをココファン他事業所にも導入推進

未来

もっと全スタッフを
巻き込むべきだった！！！
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